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令和元年度決算審査特集
市政のここが聞きたい

鐘撞堂山
かねつきどうやま



令和元年度
決算審査

厳しさを増す地方財政
深谷市は？

財政

主なポイント

主なポイント
財政力指数　　　0.771

※数値については
　4・5ページに説明あり

経常収支比率　　85.6％ 
実質公債費比率　-1.0％
将来負担比率は生じていない

経常収支比率の見通し

地方債及び基金残高の推移

公債費比率が今年もマイナスに

財政調整基金の残高

ぜ
な
は
査
審
算
決

　

の
な
会
議
月
９

●
年
度
末
会
計
年
度

（
３
月
末
日
終
了
）

●
出
納
の
閉
鎖

れ
流
の
で
ま
算
決

令和元年度一般会計歳入決算款別内訳 令和元年度一般会計歳出決算款別内訳

市税
33%

繰越金 5.6%

款別内訳

款 決算額

合計

歳入内訳 歳出内訳 9 月定例会
［本会議］

［委員会］

（単位：千円） （単位：千円）
（9/1～9/25…25日間）

○各決算額は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。

※網掛けは自主財源

  1 日・  4 日　議案説明・議案質疑
17日・18日・23日　一般質問
25日　　　　  採決

  8 日　産業建設　　9日　総務
10日　福祉文教
11日・14日　決算特別委員会

●
決
算
の
調
整

　

会
計
年
度
終
了

日
か
ら
５
月
31
日

ま
で
の
間
、
決
算

年
度
に
係
わ
る
現

金
の
未
収
、
未
払

い
の
整
理
を
行
う

期
間
（
出
納
整
理

期
間
）
が
設
け
ら

れ
る
。

　　

出
納
の
閉
鎖
後
、

会
計
管
理
者
は
決

算
書
及
び
付
属
書

類
（
歳
入
歳
出
決

算
事
項
別
明
細
書
、

実
質
収
支
に
関
す

る
調
書
、
財
産
に

関
す
る
調
書
）
を

作
成
し
、
市
長
に

提
出
す
る
。

（
地
方
自
治
法
２
３
５
条
の
５
）

（
地
方
自
治
法
２
３
３
条
）

●
監
査
委
員
の

　
　

決
算
審
査

　

市
長
は
決
算
書

及
び
付
属
書
類
を

監
査
委
員
の
審
査

に
付
し
、
監
査
委

員
は
決
算
審
査
を

行
い
、
意
見
書
を

作
成
す
る
。

（
地
方
自
治
法
２
３
３
条
）

●
議
会
提
出

　

【
９
月
議
会
】

　

市
長
提
出
議
案

と
し
て
市
議
会
に

提
出
す
る
。

　

議
会
は
決
算
特

別
委
員
会
に
付
託

し
、
審
査
を
行
う
。

（
地
方
自
治
法
２
３
３
条
）

決
算
特
別
委
員
会
で
審
査

　

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
１
日
に
開
会
し
、25
日
ま
で
の
25
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

深
谷
市
議
会
で
は
決
算
認
定
関
連
議
案
を
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、集
中
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
決
算
は
、富
田
議
長
、議
会
選
出
の
監
査
委
員
の
三
田
部
議
員
を
除
く
全
議
員
で
構
成
さ

れ
る
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
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令和元年度決算令和元年度決算

　歳入面では、令和元年度決算において依存財源が自主財源を上
回る状況となり、また地方交付税の合併算定替による割増交付が
令和２年度に終了する等で先細りが予想されます。一方、歳出面
では扶助費などの義務的経費が増加傾向にあり、新型コロナウイ
ルス感染症への対応など、今後の財政状況は厳しさを増していく
ことが見込まれます。このため、市としては、総合計画の目標達
成に向けて最小の経費で最大の効果を生み出すよう努めるととも
に、自主財源の確保に向けて、徴税強化や花園インターチェンジ
拠点プロジェクトの推進、渋沢栄一翁を取り巻く気運等を生か
し、多種多様の主体による重層的な取り組みで財政基盤の充実に
つなげます。

経常収支比率が高くなる要因の１つに扶助費の増加
が考えられる。今後高齢化が進み、扶助費も高くな
ると思うが、市の見通しは。
今後の見通しは、人口減少社会において、経常収支
比率の大幅な改善は難しいと考えている。第２次総
合計画の前期基本計画に示したとおり、全国平均が
９０％を越える中、令和４年度で87.3％と緩やかな
上昇を見込んでいる。

Q

A

基金の残高は、財政規模からして適正なものか。
令和元年度末現在残高は、約112億6,677万円であ
り、今後感染症対策を含め基金による財源対策の必
要性が高まり、今後の財政運営により基金の果たす
役割はこれまで以上に重要となっている。

Q
A

実質公債費比率がマイナスの状態で市債を償還して
いくと財政的に有利に働くのか。また、県内でマイ
ナスとなっている市町村は。
実質公債費比率がマイナス値であると、義務的経費
である公債費の実質的な負担が極めて少ない、非常
に良好な、有利な状況である。また、平成30年度県
内でマイナスとなっているのは深谷市のみである。

Q

A

地方債残高と基金残高の推移は。
令和元年度末の地方債残高は、約422億4,32６万円で
ある。また、令和元年度の基金の残高は、約234億
2,184万円である。

Q
A

財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
市債

227,302 
595,833 
2,073,230 
3,315,840 
794,001 
8,709,300 
59,357,778 

○各決算額は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。

款 決算額

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

総務費
19.6%

民生費 37.8%

土木費
12.3%

教育費
10.1%

293,291 
10,765,675 
20,746,162 
2,922,395 
83,140 
918,155 

款 決算額

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

合計

1,059,118 
6,753,089 
2,940,102 
5,549,808 
2,846,388 
54,877,324 

消防費 5.4%

地方譲与税 1.1%

地方交付税
11.4%

国庫支出金 13.8%

県支出金 6.1%

市債
14.7%

その他
5.3%

自主財源
47.6%

依存財源
52.4%

繰入金3.5%

財産収入・寄附金・
諸収入 2.7%

分担金及び負担金・
使用料及び手数料 2.8%

繰越金 5.6%

地方譲与税 1.1%

国庫支出金 13.8%

県支出金 6.1%

その他
5.3%

自主財源
47.6%

依存財源
52.4%

繰入金3.5%

財産収入・寄附金・
諸収入 2.7%

分担金及び負担金・
使用料及び手数料 2.8%

議会費 0.5%

衛生費 5.3%
労働費 0.2%

農林水産業費 1.7%

商工費1.9%

公債費 5.2%

消防費 5.4%

議会費 0.5%

衛生費 5.3%
労働費 0.2%

農林水産業費 1.7%

商工費1.9%

公債費 5.2%

款 決算額款 決算額
19,573,466 
643,182 
13,400 
87,424 
52,804 

2,444,746 
39,352 
144,882 

43,857 
350,967 
6,788,653 
20,663 

1,237,364 
413,225 
8,179,091 
3,609,194 

市税
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金

環境性能割交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金



令和元年度決算令和元年度決算

議長
富田　勝

決算特別委員会
副委員長　茂木　一郎

決算特別委員会
委員長　清水　健一

令和元年度決算を集中審査するため、

決算特別委員会を設置しました。

通告の質疑は、９３項目ありました。

質疑の一部を掲載します。

緊張感のある審査を

行いました。
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戦没者遺族等支援事業
追悼式と活動補助金の内容は。
追悼式は市民文化会館の使用料や献花用の花代、
記念品で約55万円である。活動補助金は慰霊参
拝や式典の参加旅費補助、各地区の英霊塔や忠魂
碑の除草等の補助で、遺族会を対象に約61万円
を交付した。

ふっかちゃん子ども福祉事業
執行率が12.6％と低いが。
軽度・中等度難聴児の補聴器購入に係る自己負担
金助成事業、障害児療育経費助成事業、障害児ス
ポーツ補装具等購入修理経費助成事業の３つで構
成されている。この中で、スポーツ競技補装具が
１件当たり限度額50万円で４件分200万円を見
込んでいたが、実績としてゼロ件であった。

高齢者慶祝事業
記念品はどんなものか。
100歳の方には、市長が訪問し商品券２万円と
花束を贈っている。88歳、99歳の方には、ふっ
かちゃんと栄一翁の石けんを作製し、民生委員に
協力をいただき贈呈した。

保育園費（公立・私立）　
障害者支援事業
生活保護費支給事業
児童手当支給事業

約４１億６，６８７万円
約２９億７，４１４万円
約２４億５，０６３万円
約２１億６，５５０万円

（千円単位四捨五入）

－主な事業費－

福祉

Q

A

Q

A

Q

A

中学生社会体験チャレンジ事業
中学２年生の３日間の貴重な職場体験の感想は。
①マナーや態度について学んだことを実践するこ
とができた②事業所の方から指導を受けたことで
挨拶や笑顔の大切さに気づいた③働くことの大切
さやきびしさだけではなくやりがいや生きがい、
楽しみなどを学ぶことができた。

深谷グリーンパーク管理運営事業
入場者数が減少し指定管理料が増加しているが。
入場者数は、新型コロナウイルス感染症対策とし
て実施した臨時休館により大きく減少した。指定
管理料の増加は、消費増税によるものが大きな要
因である。
現状を打開するための解決策は。
花の音楽祭などの独自イベントを初めとして、深
谷冬野菜まつりなど地域の方と連携して市の農産
物の魅力を発信する様々な取組を実施してきた。
今後は、来場者が安全に利用できるよう長期保全
計画に基づく改修工事の実施や、新型コロナウイ
ルス感染症への対策を図っていく。

レンガのまちづくり事業
執行率1.7％の理由は。
補助金はレンガを建物の外壁、外構に使った場合
に対象となる。昨年度は４件の申請を見込んでい
たが、実績は１件で外壁の一部に使用した案件で
あったため低い執行率となった。慢性的に申請件
数が少なく、その要因として、レンガの魅力やレ
ンガのまちづくり条例の目的、趣旨が広く理解さ
れていないことが考えられる。今年度は、これま
でのチラシ等のＰＲに加え、区域内の区画整理事
業による移転対象者に対し直接説明する取組を
行っている。

道路維持管理事業
新設等に伴い道路が増えていると思うが、道路維
持管理費が年々減っている理由は。
業者発注時に幾つかの現場をまとめて依頼して価
格交渉を行うことや、職員が直営作業で使用する
舗装のアスファルト合材を質の高いものにするな
ど試行錯誤しながら維持管理費用の縮減を図って
いる。予算の額は年々縮小の傾向にあるが、翌年
度に必要と思われる維持管理費を積み上げた結果
である。

産業

Q

A

農業施策推進事業
決算額が前年比約900万円増えているのに対し、
県の支出金が減っているが。
決算額増の主な要因は、ネギ残渣収集運搬業務の
委託料の増額や台風19号の被害に伴い交付した
農業災害対策補助金によるものである。また、県
支出金が減額になった理由は、経営所得安定対策
推進事業に対する県の補助金が減額されたためで
ある。なお、決算額の増と県支出金の減について
関連性はない。

Q

A

Q
A

Q
A

Q

A

学力向上推進事業
数検４級以上と英検３級以上の各級の受験者数と
合格率は。
数検は４級が971名受験し、合格率は49.6％、3
級が55人で83.6％、準２級が9人で22.2％。
英検は３級が554名で40％、準２級が256名
で27％、2級が42名で19％、準１級が２名で
50％である。

岡部公民館建設事業
小学校給食事業
文化財施設管理活用事業
小学校施設整備維持事業

約９億５，６５５万円
約３億           ５７５万円
約２億８，４８０万円
約２億８，３２６万円
（千円単位四捨五入）

－主な事業費－

教育

Q

A

Q

A

無形民俗文化財後継者育成補助事業
無形民俗文化財は何団体あるか。また、補助の内
容は。
県指定が１団体、市指定が２５団体。県指定は活
動費の２分の１補助で上限８万円、市指定も２分
の１補助で上限は６万円となっている。 

Q

A

産業拠点推進事業
産業価値向上事業
深谷グリーンパーク管理運営事業
明戸北部農業農村整備事業

約５億３，８５５万円
約３億７，６２９万円
約２億５，０５４万円
約　　８，３６７万円
（千円単位四捨五入）

－主な事業費－

数値の見方は？

財政力指数
０．７７1
経常収支比率
８５．6％

　
【
財
政
力
指
数
】
と
は
、
地

方
公
共
団
体
の
財
政
力
を
示
す

指
数
で
、
指
数
が
高
い
ほ
ど
、

普
通
交
付
税
算
定
上
の
留
保
財

源
が
大
き
い
こ
と
に
な
り
、
財

源
に
余
裕
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
【
経
常
収
支
比
率
】
と
は
、

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測
定
す

る
指
標
で
す
。

　

経
常
収
支
比
率
が
低
け
れ
ば

低
い
ほ
ど
財
政
運
営
に
弾
力
性

が
あ
り
、
政
策
的
に
使
え
る
お

金
が
多
く
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

　
【
実
質
公
債
費
比
率
】
と
は
、

市
の
全
て
の
会
計
に
お
い
て
そ

の
年
度
の
借
金
返
済
額
が
、
市

の
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
で

す
。
令
和
元
年
度
県
内
市
比
較

で
上
位
か
ら
１
番
目
で
し
た
。

市
平
均
は
４
・
６
％
で
す
。

　
【
将
来
負
担
比
率
】
と
は
、

自
治
体
が
将
来
的
に
負
担
す
る

地
方
債
残
高
が
そ
の
市
の
財
政

規
模
の
何
倍
か
を
示
す
指
標
で

す
。
３
５
０
％
を
超
え
る
と
早

期
健
全
化
団
体
と
な
り
、
事
実

上
お
金
の
使
い
方
に
制
限
が
か

か
り
ま
す
。
令
和
元
年
度
県
内

全
市
で
表
記
な
し
は
深
谷
市
を

含
め
た
12
市
。
市
平
均
は
16
・

１
％
で
す
。

財政健全化指標って？

実質公債費比率
－1.0%
将来負担比率
（表記なし）

議会が決定した予算が適正に執行さ
れたかどうかを審査するとともに、
決算関係書類に基づき、行政効果や
経済効果を客観的に評価する決算審
査の責務を果たせたと思います。



改正・指定・採決表

　
　

廃
止
さ
れ
た
３
園
の

　
　

建
物
利
用
方
法
は
。

　
　

幡
羅
幼
稚
園
と
明
戸

　
　

幼
稚
園
は
小
学
校
へ

財
産
を
戻
し
、
２
教
室
を

学
童
へ
貸
与
す
る
予
定
で

あ
る
。
常
盤
幼
稚
園
は
保

育
課
へ
財
産
移
管
を
考
え

て
い
る
。

　
　

距
離
が
遠
く
な
る
園

　
　

児
の
通
園
は
大
丈
夫

か
。

　
　

幼
稚
園
ま
で
の
距
離

　
　

が
遠
く
な
り
不
便
に

な
る
方
も
い
る
と
考
え
て

い
る
。
対
応
と
し
て
、
駐

車
場
を
73
台
分
確
保
し
て

い
る
。

　
　

深
谷
東
幼
稚
園
と
い

　
　

う
名
称
に
し
た
経
緯

は
。

　
　

新
幼
稚
園
の
園
名
は
、

　
　

ま
ず
教
育
部
で
検
討

し
、
深
谷
東
幼
稚
園
、
深

谷
東
部
幼
稚
園
を
候
補
と

し
た
。
そ
の
後
、
明
戸
・

幡
羅
の
自
治
会
支
会
長
、

再
編
成
対
象
幼
稚
園
の
園

長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
正
副
会
長
な

ど
11
名
で
構
成
し
た
深
谷

市
新
幼
稚
園
名
称
検
討
委

員
会
の
委
員
及
び
教
育
委

員
か
ら
新
幼
稚
園
名
の
案

に
つ
い
て
深
谷
東
幼
稚
園

が
適
切
で
あ
る
と
の
意
見

を
い
た
だ
い
た
。

深
谷
市
立
学
校
設
置
条
例

改正　
　
Q　

　
Q　

　
　
　
A　

　
A　

　
Q　

　
A 　

　

　
　

　

幡
羅
・
明
戸
・
常
盤
幼
稚
園
を
廃
止
し
、
深
谷
東
幼
稚

園
を
設
置
す
る
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

　
　

花
園
学
童
保
育
室
の

　
　

指
定
期
間
を
１
年
に

定
め
た
理
由
は
。

　
　

指
定
管
理
は
原
則
公

　
　

募
と
な
っ
て
い
る

が
、
公
募
と
し
た
場
合
、

現
在
の
学
童
保
育
施
設

（
民
間
）
の
運
営
者
で
は

な
く
な
っ
た
際
に
利
用
者

へ
の
影
響
が
大
き
い
た

め
、
そ
の
影
響
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
に
非
公
募

と
し
、
現
運
営
者
を
指
定

管
理
者
と
し
て
指
定
期
間

を
１
年
と
し
た
も
の
で
あ

る
。

　
　

選
定
結
果
は
６
０
０

　
　

点
分
の
４
３
６
点

で
、
１
０
０
点
満
点
で
考

え
る
と
、
約
72
点
に
な
る

が
、
72
点
は
、
基
本
的
に

何
か
を
公
募
し
た
時
に
許

さ
れ
る
点
数
と
言
え
る
の

か
。

　
　

指
定
管
理
選
定
委
員

　
　

会
は
、
６
人
の
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
１
人
の
持
ち
点
が
１

０
０
点
で
あ
り
、
６
０
０

点
が
満
点
と
な
っ
て
い

る
。分
類
ご
と
に
採
点
し
、

ほ
と
ん
ど
の
分
類
で
５
点

が
満
点
で
あ
り
、
３
点
が

「
普
通
」
で
基
準
点
と
な

る
。
１
人
当
た
り
60
点
が

「
普
通
」
で
、
３
６
０
点

が
１
つ
の
目
安
と
考
え
て

い
る
。

花
園
学
童
保
育
室
の

　
　
　
　
　

指
定
管
理

指定　
　
Q　

　
Q 　
　

　
　
A　

　
A 　

　

　
　

　

公
立
の
花
園
学
童
保
育
室
の
設
置
に
伴
い
、
指
定
管
理

者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

自治会活動振興事業
３７５万円の県支出金の内容は。
自治会館を建設したことに対し市から750万円
の補助金を交付し、この補助金のうち２分の１に
当たる375万円が埼玉県ふるさと創造資金とし
て県から市へ交付されたものである。

防災のまちづくり支援事業
防犯カメラの設置台数と維持管理は。
令和２年３月時点の防犯カメラの設置台数は、深
谷駅に10台、岡部駅に４台で故障した場合は、
設置工事店に修理をお願いしている。

三田部恒明監査委員 野口髙一監査委員

清掃センター負担金
下水道事業会計操出金
道路新設改良事業
道路維持管理事業

約１０億４，００９万円
約１０億７，６１２万円
約　４億５，９３８万円
約　４億５，９２６万円

（千円単位四捨五入）

－主な事業費－

暮らし・協働

反 対

次の理由で反対する。
　深谷市の財政調整基金残高の約113億円は、埼
玉県の財政調整基金残高約46億円の2倍以上であ
る。市町村の適正な財政調整基金残高は、標準財
政規模の5%から10%としている自治体が多い。
深谷市の適正な財政調整基金残高は、15億円か
ら30億円程度である。仮に、20％の残高として
も60億円である。深谷市は、その2倍の財政調整
基金を確保していることになる。
　適正な財政調整基金を維持することは当然であ
るが、市民の要望、暮らしや福祉・教育にこそ活
用すべきである。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　三男

討論
Q

A

Q

A

騒音振動悪臭対策事業
苦情件数とその対応は。
苦情の件数は、騒音５件、悪臭２件であり、対応
は、職員が現場に出向き状況を確認し、原因者へ
苦情があった旨を伝え対応をお願いしている。

Q

A

6

議案第59号
令和元年度深谷市一般会計歳入歳出決算認定

　

深
谷
市
の
全
基
金
残
高
は

約
２
３
４
億
円
で
、
多
く
の

基
金
は
目
的
基
金
で
す
。

　

財
政
調
整
基
金
と
は
年
度

間
の
財
政
調
整
機
能
を
持
ち
、

市
財
政
の
余
裕
度
を
見
る
と

き
に
こ
の
基
金
の
残
高
を
比

較
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。

私
た
ち
が
決
算
を

　
　
　
　
審
査
し
ま
し
た

令和元年度決算

会　派　名（※）

※会派名「共産党」は「日本共産党」です。　※議長は可否同数のみ採決に参加します。　

深谷同志会 深政クラブ 深和会 公明党 共産党無会派
議  員  名

議  案  
令和元年度一般会計歳入歳出決算認定
工場等立地促進条例の一部改正 
明戸橋建設整備促進基金条例を廃止
する条例 
学校設置条例の一部改正 
財産の取得（小中学校タブレット収納
キャビネット等） 
指定管理者の指定（花園学童保育室） 
令和２年度一般会計補正予算（第４号） 

認定
可決

可決

可決
可決

可決

可決

９月定例会　議案に対する各議員の賛否（一部掲載） 【○：賛成、×：反対】　

小
嶋
　
　
隆

福
島
　
秀
樹

今
井
慶
一
郎

富
田
　
　
勝

茂
木
　
一
郎

田
口
　
英
夫

⻆
田
　
義
徳

清
水
　
健
一

柴
崎
　
重
雄

馬
場
　
　
茂

武
井
　
伸
一

湯
本
　
哲
昭

石
川
　
克
正

松
本
　
政
義

議
　
長
（※

）

欠
　
席

永
田
　
勝
彦

髙
田
　
博
之

仲
田
　
　
稔

三
田
部
恒
明

五
間
く
み
子

中
矢
　
寿
子

佐
久
間
奈
々

鈴
木
　
三
男

村
川
　
徳
浩

加
藤
　
利
江

審
議
結
果

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

市の蓄えってあるの？

（令和元年度決算時）

財政調整基金

約 112 億
6,677万円

令 1平

過去 10 年分 全基金

300

250

200

150

100

50

0

（億円）

　

決
算
審
査
は
、
決
算
の
正
確
性
の
検
証
を
中
心
に
、
予
算

の
執
行
が
適
正
で
あ
る
か
、
財
務
に
関
す
る
事
務
が
法
令
に

準
拠
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
に
主
眼
を
お
き
、
６
月

３０
日
か
ら
８
月
７
日
ま
で
の
期
間
に
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
は
、
地
域
通
貨
ネ
ギ
ー
の
実
証
実
験
な
ど
新

し
い
取
組
も
行
わ
れ
、
第
２
次
深
谷
市
総
合
計
画
及
び
深
谷

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
目
標
実
現
に
向

け
、
各
種
施
策
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、

自
主
財
源
の
確
保
は
大
き
な
課
題
で
す
。
ま
た
、
災
害
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
に
も
迅
速
な
対
応
が
求
め

ら
れ
、
財
政
が
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後

も
、
歳
入
の
増
加
と
歳
出
の
削
減
に
努
め
、
健
全
な
財
政
運

営
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。



　
　

市
で
は
何
箇
所
マ
イ
ナ
ス
入
札
を
行

う
予
定
か
。

　
　

今
後
、
マ
イ
ナ
ス
入
札
の
対
象
と
す

る
具
体
的
な
施
設
名
や
実
施
時
期
に
つ
い

て
も
、
調
整
が
整
い
次
第
そ
の
都
度
、
市

民
の
方
に
速
や
か
に
報
告
し
て
い
く
。

ー
避
難
所
に
つ
い
て
ー

　
　

神
社
又
は
お
寺
を
避
難
所
と
し
て
、

借
り
ら
れ
な
い
か
。

　
　

宗
教
施
設
を
市
の
避
難
所
と
す
る
こ

と
は
、
規
模
・
環
境
面
な
ど
の
課
題
が
あ

る
も
の
と
考
え
る
が
、
広
い
敷
地
を
生
か

し
た
避
難
場
所
と
し
て
、
災
害
時
の
活
用

策
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

ー
も
く
せ
い
館
に
つ
い
て
ー

　
　

も
く
せ
い
館
の
今
後
の
詳
細
は
。

　
　

令
和
元
年
12
月
議
会
で
説
明
し
た
と

お
り
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
機
能
で
あ

る
カ
ラ
オ
ケ
や
入
浴
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ

い
て
は
、
残
す
こ
と
で
調
整
し
て
い
る
。

ま
た
、
天
体
観
測
室
な
ど
に
つ
い
て
は
、

設
計
事
業
者
か
ら
の
提
案
な
ど
を
含
め
、

解
体
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ー
深
谷
市
学
校
教
育

　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
ー

　
　

市
は
渋
沢
栄
一
翁
の
心
を
受
け
継
ぐ

教
育
に
取
り
組
み
ま
す
と
あ
る
が
、
具
体

的
な
内
容
は
。

　
　

栄
一
翁
は
、
社
会
福
祉
面
で
の
先
駆

者
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
花
と
手
紙
を
贈

る
「
ま
ご
こ
ろ
訪
問
」
を
行
っ
て
い
る
。

AQAQAQA

映像は
こちらから

QA

マ
イ
ナ
ス
入
札
に
つ
い
て
速
や
か
に
報
告
し
て
い
く

Q
今
後
の
マ
イ
ナ
ス
入
札
の
予
定
は

加藤 利江
か   とう とし   え

市政のここが聞きたい
議会のホームページから、議会の映像がご覧いただけます。

質問項目一覧 （通告順）

加藤　利江・・・・・・・・・・・・・・・・P9 
・もくせい館
・避難所
・文化会館
・深谷市学校教育グランドデザイン
・マイナス入札

柴崎　重雄・・・・・・・・・・・・・・・・P10 
・新型コロナウイルス感染
・熱中症
・渋沢栄一翁顕彰

清水　健一・・・・・・・・・・・・・・・・P10
・行政サービス
・特殊詐欺
・学校教育

五間 くみ子・・・・・・・・・・・・・・・P11
・介護保険制度
・深谷駅市民サービスセンター
・ＧＩＧＡスクール構想

村川　徳浩・・・・・・・・・・・・・・・・P11 
・花園ＩＣ拠点整備プロジェクト

鈴木　三男・・・・・・・・・・・・・・・P12
・新型コロナ対策

佐久間 奈 ・々・・・・・・・・・・・・・P12
・少人数学級

石川　克正・・・・・・・・・・・・・・・P13
・障害福祉政策
・渋沢栄一翁とまちづくり

福島　秀樹・・・・・・・・・・・・・・・P13
・小中学校の新型コロナ感染症に
  伴う対策
・深谷市内小学校の通学路

三田部 恒明・・・・・・・・・・・・・・P14
・防災・減災対策
・地域福祉政策
・環境政策

　田　義徳・・・・・・・・・・・・・・・P14
・コロナ禍における施策
・マイナンバー制度

小嶋　隆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P15
・友好都市

湯本　哲昭・・・・・・・・・・・・・・・・P15
・農業全般に関わる課題等
・農業用水路沿いの通学路

今井　慶一郎・・・・・・・・・・・・・・P16
・防災
・小学校の登下校
・プレミアム付商品券

永田　勝彦・・・・・・・・・・・・・・・・・P16
・市が借受けている公共用地

中矢　寿子・・・・・・・・・・・・・・・・P17
・アフターコロナの自治体経営
・マイナンバーカード
・無料低額診療事業

茂木　一郎・・・・・・・・・・・・・・・・P17
・深谷市の魅力発信

市政への一般質問

スマートフォンなどをお持ちの方は、氏名の下のQRコードを専用
アプリで読み取ると、それぞれの録画映像がご覧いただけます。

議会のうごき
行 事 内 容 行 事 内 容 行 事 内 容

議会開会、議案説明

議案質疑

産業建設委員会

総務委員会

福祉文教委員会

決算特別委員会

決算特別委員会

一般質問

一般質問

一般質問

議会運営委員会、議会閉会

議員全員協議会　

1（火）

4（金）

8（火）

9（水）

10（木）

11（金）

14（月）

17（木）

18（金）

23（水）

25（金）議会運営委員会

議員全員協議会　

25（火）議員全員協議会　28（火）

7月 8月 9月

89

補正予算

　

花
園
Ｉ
Ｃ
拠
点
借
地
料

の
債
務
負
担
行
為
に
反
対

で
あ
る
。
反
対
理
由
の
１

つ
目
は
、
公
募
の
枢
要
な

部
分
の
変
更
は
公
募
の
審

査
そ
の
も
の
を
骨
抜
き
に

す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

２
つ
目
は
、
収
支
に
つ
い

て
の
説
明
が
さ
れ
て
い
な

い
か
ら
で
あ
り
、
審
議
を

求
め
る
な
ら
収
支
の
説
明

は
当
然
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
３
つ
目
は
、
運
営
期

間
変
更
の
申
し
出
は
、
三

菱
地
所
・
サ
イ
モ
ン
㈱
か

ら
と
の
こ
と
で
あ
り
、
議

員
全
員
協
議
会
で
の
説
明

と
異
な
っ
て
い
る
。
申
し

出
の
正
確
な
理
由
を
議
員

に
説
明
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
、
３
つ
の
説
明
不
作

為
の
理
由
か
ら
反
対
す
る
。

　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
経
営

が
順
調
に
推
移
し
た
場
合
、

契
約
期
間
延
長
は
市
に

と
っ
て
様
々
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
般
質
問
の
答
弁
に
よ
る

と
経
営
が
悪
化
し
撤
退
に

至
っ
た
場
合
で
も
、
三
菱

地
所
・
サ
イ
モ
ン
㈱
は
市

に
対
し
相
当
額
の
違
約
金

や
賠
償
金
を
支
払
う
規
定

が
存
在
し
、
契
約
期
間
延

長
に
よ
る
リ
ス
ク
は
極
め

て
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
一
般
会
計
補
正
予

算
の
債
務
負
担
行
為
補
正
、

花
園
Ｉ
Ｃ
拠
点
借
地
料
に

賛
成
す
る
。

討　
　
　
　

論

反
対

賛
成

　

佐
久
閒　

奈
々

村
川　

徳
浩　

警
備
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ス
タ
ッ
フ
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
代
な
ど
の
減
額
と
、
学

校
連
携
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
代

を
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

事
業
の
詳
細
は
。

　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
率
が

　
　

30
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
を
、
地
域
通
貨

ネ
ギ
ー
の
イ
ン
フ
ラ
を
活

用
し
実
施
し
て
い
く
。
販

売
は
１
万
円
単
位
で
、
１

万
円
購
入
す
る
と
１
万
３

千
円
分
利
用
で
き
る
。
11

月
中
旬
頃
に
10
万
セ
ッ
ト
、

合
計
10
億
円
分
を
販
売
す

る
予
定
で
、
郵
送
及
び
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
け
付

け
る
。
１
人
当
た
り
の
購

入
上
限
は
、
５
万
円
で
検

討
し
て
い
る
。

　
　

コ
ン
ビ
ニ
で
の
住
民

　
　

票
交
付
に
つ
い
て
の

詳
細
は
。

　
　

開
始
時
期
は
、
来
年

　
　

の
10
月
を
目
途
に
考

え
て
お
り
、
発
行
で
き
る

コ
ン
ビ
ニ
は
市
内
に
60
カ

所
、
交
付
時
間
は
朝
６
時

半
か
ら
夜
11
時
ま
で
で
あ

る
。
年
間
維
持
費
は
、
シ

ス
テ
ム
の
運
用
費
や
地
方

公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
へ
の
負
担
金
、
コ
ン

ビ
ニ
に
支
払
う
手
数
料
等

で
約
１
１
０
０
万
円
で
あ

る
。

　
　

減
額
の
主
な
理
由
は
。

　
　

聖
火
リ
レ
ー
が
延
期

　
　

に
な
っ
た
事
に
係
る

令
和
２
年
度
補
正
予
算
を
チ
ェ
ッ
ク

補正　
　
QQ 　

　
A　

　
A

　
　
Q　

　
A

　

決
算
剰
余
金
の
積
み
立
て
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

事
業
、
旧
庁
舎
南
別
館
の
解
体
工
事
費
な
ど
、
28
億
８
８

１
８
万
円
の
増
額
補
正
で
す
。

情
報
シ
ス
テ
ム
運
営
管
理

事
業

東
京
２
０
２
０
オ
リ
パ
ラ

キ
ャ
ン
プ
誘
致
事
業

産
業
価
値
向
上
事
業

旧本郷農業総合センター

す
う
よ
う



　
　

振
り
込
め
詐
欺
防
止
対
策
に
は
、
通

話
録
音
装
置
が
有
効
で
あ
り
、
県
や
県
内

の
市
町
も
無
償
貸
付
け
事
業
な
ど
を
行
っ

て
い
る
が
、
取
り
組
む
考
え
が
あ
る
の
か
。

　
　

市
内
の
特
殊
詐
欺
の
被
害
状
況
を
注

視
し
つ
つ
、
事
業
の
費
用
対
効
果
等
を
調

査
研
究
し
て
い
く
。

ー
庁
舎
の
通
話
録
音
規
程
は
あ
る
の
か
ー

　
　

サ
ー
ビ
ス
向
上
な
ど
の
た
め
と
し
て
、

新
庁
舎
と
な
っ
て
か
ら
通
話
録
音
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
個
人
情
報
の
保
護
、
デ
ー

タ
の
保
存
管
理
、
管
理
責
任
者
な
ど
の
決

ま
り
は
あ
る
の
か
。

　
　

通
話
録
音
に
関
し
て
は
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
不
当
要
求
行
為
な
ど
へ
の

適
切
な
対
応
、
犯
罪
防
止
の
観
点
か
ら
導

入
し
た
が
、
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
、
運
用
基
準
な
ど
の
明
文
化
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ー
学
校
行
事
を
ど
う
す
る
の
か
ー

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

修
学
旅
行
な
ど
の
学
校
行
事
が
中
止
と

な
っ
た
が
、
代
替
え
案
な
ど
を
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　

修
学
旅
行
が
子
供
た
ち
に
と
っ
て
大

切
な
思
い
出
を
刻
む
こ
と
に
な
る
こ
と
か

ら
、
例
え
ば
３
月
に
日
帰
り
旅
行
と
し
て

対
応
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

　
　

子
供
た
ち
の
健
康
や
安
全
が
第
一
だ

が
、Ｐ
Ｔ
Ａ
や
先
生
方
も
、
子
供
た
ち
に

何
か
し
て
あ
げ
た
い
と
の
話
を
聞
く
が
教

育
委
員
会
の
対
応
は
。

　
　

子
供
た
ち
の
健
康
面
で
の
安
全
確
保

を
最
大
限
留
意
し
た
う
え
で
、
学
校
を
指

導
・
支
援
し
て
い
く
。

A

市政への一般質問

柴崎 重雄
しば　さき しげ　お

QAQA

AQ QA

映像は
こちらから

令
和
元
年
の
被
害
件
数
は
10
件
で
１
０
８
４
万
円
で
あ
る

　
　

花
園
Ｉ
Ｃ
拠
点
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
い
て
、
市
と
地
権
者
、
市
と
三
菱
地

所
・
サ
イ
モ
ン
㈱
と
の
契
約
期
間
を
20
年

か
ら
30
年
に
延
長
し
た
場
合
、
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
撤
退
に
よ
る
リ
ス
ク
が
増
え
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　

事
業
契
約
に
お
い
て
、
事
業
者
都
合

の
契
約
解
除
時
に
お
け
る
相
当
額
の
違
約

金
の
支
払
い
、
市
の
損
害
金
が
違
約
金
の

額
を
超
え
た
際
の
さ
ら
な
る
賠
償
金
の
支

払
い
な
ど
の
規
定
が
あ
る
た
め
想
定
し
う

る
リ
ス
ク
に
充
分
対
応
で
き
る
。

　
　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
が
撤
退
し
、
市
と
三

菱
地
所
・
サ
イ
モ
ン
㈱
と
の
契
約
が
解
除

に
な
っ
た
場
合
、
市
と
地
権
者
の
契
約
は

ど
う
な
る
の
か
。

　
　

地
権
者
と
の
契
約
の
み
を
継
続
し
続

け
る
こ
と
は
な
い
。

　
　

市
は
市
民
に
対
し
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の

収
益
を
過
去
に
ど
う
説
明
し
て
い
る
の
か
。

　
　

広
報
ふ
か
や
で
「
20
年
間
で
約
97
億

円
か
ら
87
億
円
の
収
益
を
見
込
ん
で
い

る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
数
字
は
見
込
み
で
は
な
く
目
標

値
と
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　

根
拠
あ
る
数
値
に
よ
り
算
出
し
て
い

る
の
で
、
見
込
み
の
ま
ま
と
し
た
い
。

　
　

我
々
議
員
は
事
業
者
の
経
営
上
の
都

合
に
よ
り
、
契
約
内
容
の
全
て
を
知
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
産
業
拠
点
整

備
室
や
執
行
部
の
よ
う
に
契
約
に
関
し
、

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
納
得
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
三
菱
地
所
・
サ
イ
モ
ン
㈱
の
責

任
者
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

　
　

契
約
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
が
責
任

を
持
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

AQQQ AAA

QQ AA

想
定
し
う
る
リ
ス
ク
に
充
分
対
応
で
き
る

　
　

感
染
者
の
①
内
訳
②
重
症
度
③
自
宅

待
機
と
入
院
の
振
り
分
け
基
準
④
引
受
機

関
⑤
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
状
況
、
ま
た
、

救
済
対
策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　

①
９
月
15
日
現
在
10
代
１
人
、
20
代

30
代
各
６
人
、
40
代
２
人
、
50
代
５
人
、

60
代
１
人
、
70
代
２
人
の
23
人
で
、
22
人

は
退
院
ま
た
は
療
養
が
終
了
。②
不
明
。③

県
が
本
人
の
症
状
・
家
族
状
況
等
で
決
定
。

④
感
染
症
指
定
医
療
機
関
等
で
受
け
入
れ

て
い
る
。⑤
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
保

険
診
療
等
で
検
査
。
医
療
機
関
等
は
非
公

開
。
ま
た
、
個
人
に
は
１
人
10
万
円
の
定

額
給
付
金
、
家
賃
等
の
支
援
。
企
業
に
は

持
続
化
給
付
金
、
家
賃
支
援
等
の
救
済
対

策
が
県
市
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
　

熱
中
症
予
防
対
策
は
。

　
　

今
年
度
の
熱
中
症
に
よ
る
救
急
出
場

件
数
は
、
８
月
31
日
現
在
１
０
９
件
で
前

年
度
比
７
・
７
％
減
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
新
生
活
様
式
で
の
熱
中
症
予
防
の
注

意
喚
起
と
し
て
、
ク
ー
ル
オ
ア
シ
ス
設
置
、

防
災
行
政
無
線
、
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
、

消
防
車
両
に
よ
る
啓
発
活
動
、
声
が
け
、

見
守
り
等
を
強
化
し
た
。

ー
渋
沢
栄
一
翁
顕
彰
事
業
に
つ
い
て
ー

　
　

大
河
ド
ラ
マ
館
の
設
置
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
公
開
状
況
は
。

　
　

大
河
ド
ラ
マ
館
は
、
令
和
３
年
１
月

16
日
オ
ー
プ
ン
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
は
本
年
７
月

３
日
か
ら
、
１
日
９
回
公
演
し
、
１
日
の

平
均
入
場
者
数
は
73
人
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ

感
染
防
止
の
た
め
に
、
入
場
者
数
は
席
数

の
半
分
の
20
人
に
制
限
し
て
い
る
。

AQQ A

QA

A

状
況
を
把
握
し
、
感
染
防
止
・
補
償
・
救
済
対
策
に
努
め
る

清水 健一
し  みず  けん   いち

市政への一般質問

Q
特
殊
詐
欺
の
市
内
で
の
状
況
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

Q
契
約
期
間
の
延
長
に
よ
り
市
は
不
利
益
を
被
る
こ
と
は
な
い
か

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
つ
い
て

　
　

深
谷
駅
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

業
務
内
容
は
。

　
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
貸
出
・
管
理
や
行
政

施
設
な
ど
の
市
内
案
内
の
ほ
か
、
観
光
案

内
業
務
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

観
光
案
内
業
務
の
「
見
え
る
化
」
や

充
実
を
図
る
べ
き
で
は
。

　
　

深
谷
駅
は
市
の
玄
関
口
で
あ
り
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
観
光
案

内
業
務
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

更
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
場
所
に

つ
い
て
も
よ
り
把
握
し
や
す
い
表
示
方
法

を
大
河
ド
ラ
マ
館
開
館
ま
で
に
実
施
す
る
。

　
　

業
務
内
容
の
再
考
が
必
要
で
は
。

　
　

利
用
向
上
の
た
め
の
協
議
を
関
係
機

関
と
進
め
る
と
と
も
に
、
機
能
変
更
に
つ

い
て
も
更
に
協
議
し
て
い
く
。

ー
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
進
捗
は
ー

　
　

第
２
層
協
議
体
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

12
公
民
館
区
域
の
内
11
区
域
で
実
施
。

　
　

協
議
体
で
吸
い
上
が
っ
た
課
題
か
ら
、

新
た
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
た
事
例
は
。

　
　

自
宅
等
か
ら
ス
ー
パ
ー
ま
で
の
送
迎

や
ス
ー
パ
ー
の
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
で

参
加
者
が
交
流
を
行
う
「
買
い
物
・
交
流

ツ
ア
ー
」、
コ
ン
ビ
ニ
所
有
の
移
動
販
売

車
を
地
区
サ
ロ
ン
へ
運
行
す
る
「
買
い
物

支
援
活
動
」
の
立
ち
上
げ
な
ど
実
施
し
た
。

ー
１
人
１
台
端
末
で
何
が
変
わ
る
の
か
ー

　
　

児
童
生
徒
１
人
１
台
端
末
の
整
備
に

よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
学
習
環
境
の
変
化
は
。

　
　

文
具
と
同
様
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
駆
使

す
る
新
し
い
学
び
の
姿
が
創
出
さ
れ
る
。

　
　

全
国
一
斉
で
調
達
は
可
能
な
の
か
。

　
　

年
度
内
に
全
児
童
生
徒
へ
整
備
す
る
。

AQQQ A

QQ AAA

AAQQ A

機
能
変
更
を
含
め
関
係
機
関
等
と
協
議
を
進
め
て
い
く

Q
深
谷
駅
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
再
考
を

映像は
こちらから

映像は
こちらから

五間  くみ子
ご　ま こ

映像は
こちらから
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各
学
校
に
お
け
る
夏
場
の
感
染
症
対

策
お
よ
び
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
は
。

　
　

消
毒
液
や
手
洗
い
用
の
石
け
ん
な
ど

衛
生
用
品
を
購
入
し
、
各
学
校
に
配
布
し

た
。ま
た
、人
数
の
多
い
学
級
に
つ
い
て
は
、

特
別
教
室
や
２
つ
に
学
級
を
分
け
、
エ
ア

コ
ン
や
大
型
扇
風
機
を
設
置
し
、
子
供
た

ち
の
体
調
に
配
慮
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ

た
結
果
、
影
響
は
無
か
っ
た
。

　
　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
含
め
た
感
染
症
対
策
は
。

　
　

基
本
的
に
は
手
洗
い
う
が
い
、
マ
ス

ク
着
用
を
基
本
に
、
毎
朝
の
検
温
や
部
屋

の
換
気
を
徹
底
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
併
せ
感
染
予
防

に
努
め
る
。

ー
通
学
路
を
決
定
す
る
条
件
は
ー

　
　

通
勤
の
裏
道
に
通
学
路
が
使
用
さ
れ

て
い
る
危
険
箇
所
が
あ
る
。
通
学
路
は
ど

の
様
な
経
緯
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
の
か
。

　
　

通
学
路
は
一
般
的
に
「
各
学
校
が
、

児
童
生
徒
の
通
学
の
安
全
の
確
保
と
教
育

的
環
境
維
持
の
た
め
に
指
定
し
て
い
る
道

路
」
と
さ
れ
て
お
り
、
事
前
に
保
護
者
の

代
表
者
の
意
見
を
聞
き
、
当
該
道
路
を
所

管
す
る
警
察
署
等
関
係
機
関
と
調
整
し
、

校
長
が
通
学
路
と
し
て
指
定
し
て
い
る
。

　
　

危
険
箇
所
や
防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
。

　
　

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
警
察
・
教
育
委
員

会
な
ど
の
関
係
機
関
が
「
深
谷
市
通
学
路

安
全
対
策
連
絡
会
」
で
情
報
共
有
し
て
い

る
。
ま
た
、
子
供
の
登
下
校
の
安
全
・
安

心
の
確
保
は
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
関
係

各
課
・
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
地
域
ぐ

る
み
で
子
供
た
ち
の
登
下
校
の
安
全
見
守

り
に
関
わ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

AQAQA

QA

QA

深
谷
市
版
学
校
再
開
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
実
施

　
　

少
人
数
学
級
は
教
育
的
観
点
か
ら
、

長
年
教
育
関
係
者
が
要
望
を
あ
げ
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
と
し
て
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え

る
。
文
部
科
学
省
が
示
し
た
教
室
で
の
座

席
配
置
の
間
隔
は
２
メ
ー
ト
ル
（
最
低
で

も
１
メ
ー
ト
ル
）
だ
が
、
そ
の
基
準
を
保

て
て
い
な
い
ク
ラ
ス
は
あ
る
の
か
。

　
　

身
体
的
距
離
が
１
メ
ー
ト
ル
以
上
確

保
で
き
な
い
座
席
配
置
に
な
っ
て
い
る
ク

ラ
ス
は
あ
る
が
、
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

従
い
距
離
が
十
分
と
れ
な
い
時
は
マ
ス
ク

を
着
用
す
る
こ
と
、
頻
繁
に
窓
を
開
放
し

て
換
気
を
行
う
な
ど
対
応
に
努
め
て
い
る
。

　
　

感
染
予
防
対
策
で
教
員
の
業
務
が
増

え
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

消
毒
な
ど
に
よ
る
業
務
が
増
え
て
い

る
が
、深
谷
市
教
育
委
員
会
で
は
、ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
、
教

員
の
業
務
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

　
　

子
供
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

か
ら
守
り
な
が
ら
、
健
や
か
な
学
び
を
保

障
す
る
た
め
に
少
人
数
学
級
を
早
期
に
実

現
す
べ
き
だ
と
思
う
が
市
の
見
解
は
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
は
、
子
供
の
安
全
・
安
心
を
図
る
上

で
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
少
人
数
学
級
は

感
染
防
止
対
策
と
し
て
意
義
あ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
一
方
、
教
員
の
配
置
、

学
級
編
制
の
基
準
は
県
教
育
委
員
会
の
権

限
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
埼
玉
県
内
63
市
町
村
が
、
県
教
育
委

員
会
に
少
人
数
学
級
の
早
期
の
実
現
を
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

埼
玉
県
内
で
独
自
に
少
人
数
学
級
を

実
現
し
て
い
る
自
治
体
は
い
く
つ
あ
る
か
。

　
　

９
市
町
で
あ
る
。

A

市政への一般質問

QQ

Q

Q A

AA

A

映像は
こちらから

県
教
育
委
員
会
に
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

　
　

手
話
言
語
条
例
の
制
定
を
望
む
、
ろ

う
者
の
会
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
市
の
考

え
は
、
障
害
者
全
般
の
支
援
基
本
理
念
と

し
て
、
他
市
に
先
駆
け
、
す
で
に
「
障
害

者
ま
ご
こ
ろ
支
援
基
本
条
例
」
を
定
め
事

業
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
、
市
の
条
例
制

定
を
重
ね
る
こ
と
よ
り
、
障
害
者
プ
ラ
ン

等
で
具
体
的
な
施
策
展
開
す
る
こ
と
の
方

が
現
実
的
で
あ
り
、
市
の
条
例
制
定
は
考

え
て
い
な
い
と
い
う
見
解
だ
っ
た
。
し
か

し
、
昨
今
の
国
の
動
向
が
変
化
し
て
き
て

い
る
と
感
じ
る
が
ど
う
か
。

　
　

聴
覚
障
害
や
視
覚
障
害
の
方
に
焦
点

を
当
て
た
法
案
が
令
和
元
年
６
月
に
提
出

さ
れ
た
。「
手
話
言
語
法
案
」
と
「
視
聴

覚
障
害
者
等
の
意
思
疎
通
等
の
た
め
の
手

段
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案
」
と

い
う
２
つ
の
法
案
で
、
現
在
両
法
案
と
も

制
定
に
向
け
て
審
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　

行
政
事
務
的
に
は
、
国
の
法
律
に
ひ

も
付
け
さ
れ
た
各
地
方
公
共
団
体
の
条
例

が
あ
る
事
は
一
般
的
で
あ
る
。
理
念
法
で

AQQ A

QA A

制
定
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
を
防
ぐ
た
め

に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

費
用
助
成
の
拡
充
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

予
防
接
種
法
に
基
づ
き
65
歳
以
上
の

方
や
60
歳
か
ら
64
歳
で
も
心
臓
病
な
ど
の

持
病
の
あ
る
方
は
、
自
己
負
担
千
円
で
接

種
が
で
き
る
。
任
意
接
種
と
な
っ
て
い
る

子
ど
も
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成

を
行
な
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
国
と

県
が
同
時
流
行
に
備
え
医
療
体
制
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。
国
と
県
の
動
向
で
予
防

接
種
に
対
応
す
る
。

ー
働
く
障
害
者
へ
の
支
援
を
す
べ
き
ー

　
　

働
く
障
害
者
へ
の
支
援
は
何
か
。

　
　

国
で
収
入
の
減
少
し
た
就
労
継
続
支

援
事
業
所
に
、
利
用
者
の
工
賃
確
保
を
目

的
に
補
助
金
が
予
算
化
さ
れ
、
県
で
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。
就
労
継
続
支
援
事
業

所
は
、
近
隣
の
障
害
者
も
利
用
し
て
い
る

た
め
、
県
で
広
域
的
な
助
成
を
実
施
す
べ

き
。
市
は
県
事
業
の
周
知
に
協
力
す
る
。

　
　

市
は
マ
ス
ク
を
配
布
す
る
だ
け
で
な

く
、
国
や
県
が
予
算
化
し
て
い
な
い
生
活

介
護
施
設
や
地
域
活
動
支
援
施
設
で
働
く

障
害
者
の
支
援
を
す
べ
き
で
あ
る
。
国
が

工
賃
補
助
を
予
算
化
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

生
活
介
護
施
設
や
地
域
活
動
支
援
施
設
で

働
く
障
害
者
の
支
援
も
含
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

含
ま
れ
て
い
な
い
。

ー
手
洗
い
場
の
水
道
蛇
口
を
自
動
水
栓
に
ー

　
　

水
道
蛇
口
を
自
動
水
栓
に
変
更
を
。

　
　

運
営
上
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
自

動
水
栓
化
の
予
定
は
な
い
た
め
、
感
染
予

防
を
徹
底
し
て
い
く
。

AQQ AA

Q QA A

今
は
考
え
て
い
な
い
が
、
国
の
動
向
で
予
防
接
種
に
対
応
す
る

市政への一般質問
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中
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新
型
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ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は

Q
感
染
防
止
の
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ら
少
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数
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す
べ
き
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考
で
き
な
い
か

Q
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助
の
拡
充
を

映像は
こちらから

鈴木  三男
すず　き みつ　お

映像は
こちらから

佐久間  奈々
さ　 く 　 ま な　　な

契約手続きと賃料の流れ

石川 克正
いし　かわ かつ　まさ

映像は
こちらから

あ
る
が
、
国
の
法
律
に
施
策
や
予
算
が
新

築
さ
れ
た
時
に
深
谷
市
に
も
根
拠
条
例
が

あ
っ
て
も
良
い
と
考
え
ら
れ
る
が
。

　
　

本
市
に
お
い
て
も
、
手
話
言
語
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
確
保
の
促
進

に
つ
い
て
施
策
の
推
進
が
よ
り
一
層
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

関
係
団
体
と
協
議
の
上
、「
手
話
言
語
条

例
」
及
び
「
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

条
例
」
の
制
定
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

ー
渋
沢
栄
一
翁
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
ー

　
　

予
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変
更
あ
る
か
。

　
　

こ
こ
ま
で
順
調
だ
が
、
ド
ラ
マ
館
開

館
日
変
更
の
可
能
性
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

福島 秀樹
ふく  しま      ひで　き

1213

深谷市は、65歳以上の高齢者に 10月から来年 1月ま
で、インフルエンザワクチン接種を無料で実施します

２m（最低でも１m）確保した場合の配置

手話サークルねぎの会と聴覚障害福祉協会の皆さん

通学路の安全標識

黒　板



　
　

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
企
業
の
そ
の
後
の

展
開
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

グ
リ
ー
ン
ラ
ボ
㈱
は
、
進
出
場
所
や

生
産
者
と
の
共
同
で
行
う
実
施
方
法
に
つ

い
て
、
最
終
調
整
中
で
あ
る
。
㈱
プ
ロ
ペ

ラ
は
、
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
率

の
向
上
に
向
け
た
ア
プ
リ
開
発
を
、
学
校

給
食
現
場
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら

始
め
る
段
階
で
あ
る
。

　
　

今
年
度
の
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
コ
ン
テ
ス

ト
の
取
組
は
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
審

査
で
実
施
中
で
あ
る
。
昨
年
度
を
上
回
る

応
募
が
あ
り
、
現
場
導
入
部
門
13
件
、
未

来
創
造
部
門
15
件
で
あ
る
。
最
終
審
査
は

非
公
開
で
行
う
が
、
表
彰
式
な
ど
の
お
披

露
目
は
、動
画
を
公
開
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
も
広
く
周
知
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　
　

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
企
業
以
外
か
ら
の

働
き
か
け
や
事
例
は
。

　
　

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
セ
ン
シ
ン
グ
の

技
術
を
持
つ
企
業
と
Ｊ
Ａ
を
つ
な
げ
た
事

例
が
あ
る
。
こ
れ
は
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て

上
空
か
ら
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
圃
場
約
90
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
撮
影
し
、
撮
影
デ
ー
タ
を
蓄

積
し
て
、
生
育
状
況
な
ど
を
判
別
し
、
将

来
的
に
収
穫
日
を
予
測
す
る
も
の
で
あ
り
、

今
は
実
証
実
験
を
開
始
し
た
段
階
で
あ
る
。

ま
た
他
に
も
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等

を
駆
使
し
た
技
術
も
、
生
産
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
模
索
し
な
が
ら
計
画
し
て
い
る
。

　
　
「
農
業
課
題
デ
ー
タ
バ
ン
ク
」
と
は
。

　
　

課
題
を
抱
え
る
農
業
生
産
者
と
、
課

題
解
決
の
技
術
を
持
つ
企
業
を
つ
な
げ
て

い
く
仕
組
み
で
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の

集
計
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
、
未
来
技
術
を
深

谷
の
農
業
に
生
か
し
て
い
く
取
組
で
あ
る
。

AQAQQ A

QA

A

生
産
者
の
要
望
と
参
加
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
段
階
で
あ
る

　
　

抽
選
販
売
を
行
う
よ
う
だ
が
、
そ
の

方
法
は
。
ま
た
、
市
民
を
優
先
す
る
の
か
。

　
　

抽
選
に
つ
い
て
は
申
し
込
み
の
重
複

等
を
確
認
し
た
う
え
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上

で
実
施
す
る
。
ま
た
、
昨
年
度
の
販
売
時

は
94
％
以
上
が
市
民
の
購
入
で
あ
り
、
外

貨
獲
得
と
い
っ
た
地
域
通
貨
の
展
開
も
考

慮
し
、
市
民
優
先
枠
は
設
け
な
い
。

　
　

近
隣
自
治
体
が
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
と
協

力
し
て
緊
急
経
済
対
策
事
業
を
行
っ
て
い

る
が
。

　
　

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
は
プ
レ
ミ
ア
ム
分
が
、

販
売
し
た
自
治
体
を
問
わ
ず
全
国
の
ど
こ

で
も
使
え
る
。
ネ
ギ
ー
に
つ
い
て
は
プ
レ

ミ
ア
ム
分
も
市
内
の
取
扱
店
で
利
用
す
る

た
め
、
よ
り
地
域
経
済
の
刺
激
に
貢
献
で

き
る
と
考
え
る
。
ま
た
、Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

は
利
用
者
が
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
前
提
と
な
る
が
、
ネ
ギ
ー
で
は
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
か
カ
ー
ド
か
を
選
択
で
き
る
。
さ

ら
に
、
専
用
券
、
共
通
券
の
考
え
方
を
採

用
し
、
地
域
の
中
小
店
舗
で
よ
り
多
く
の

買
い
物
を
し
て
も
ら
う
仕
組
み
で
あ
る
。

ー
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
に
つ
い
て
ー

　
　

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
開

始
時
期
は
。
ま
た
、
そ
の
周
知
方
法
は
。

　
　

来
年
10
月
を
予
定
。市
広
報
、Ｈ
Ｐ
や
、

コ
ン
ビ
ニ
、
公
民
館
で
も
周
知
す
る
。

　
　

カ
ー
ド
取
得
率
の
向
上
や
、
行
政
窓

口
の
混
雑
解
消
に
も
な
る
と
思
う
の
で
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
す
る
際
、
い
く
ら

か(

百
円
程
度)

の
割
引
を
提
案
し
た
い
。

　
　

他
市
町
村
の
例
も
参
考
に
し
て
研
究

す
る
が
、
導
入
コ
ス
ト
の
関
係
も
あ
る
の

で
現
時
点
で
は
、
割
引
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
窓
口
と
同
額
に
し
た
い
。

A

市政への一般質問

QQ AA

QQ AA

面
白
い
考
え
だ
が
、ま
ず
は
市
内
で
う
ま
く
循
環
さ
せ
た
い

　
　

友
好
都
市
締
結
の
目
的
は
。

　
　

新
潟
県
南
魚
沼
市
、
岩
手
県
田
野
畑

村
、
静
岡
県
藤
枝
市
、
群
馬
県
富
岡
市
の

３
市
１
村
で
あ
る
が
、
友
好
関
係
を
さ
ら

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
文
化
、
教
育
、

芸
術
、
経
済
な
ど
幅
広
い
分
野
に
お
け
る

交
流
を
通
じ
て
、
更
な
る
発
展
と
互
い
の

理
解
と
連
帯
を
深
め
る
目
的
で
あ
る
。

　
　

友
好
都
市
と
の
交
流
内
容
は
。

　
　

南
魚
沼
市
と
は
、「
子
ど
も
自
然
体

験
村
」
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
郷
に
お
け
る
小
中

学
生
の
交
流
や
、
雪
ま
つ
り
に
お
け
る
市

の
特
産
品
の
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

田
野
畑
村
と
は
、
小
学
生
が
交
互
に
訪
問

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
サ
ケ
の
稚
魚
を
利

根
川
に
放
流
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

藤
枝
市
に
つ
い
て
は
、
道
の
駅
お
か
べ
の

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
特
産
品
で
あ
る
新

茶
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
た
ほ
か
、
市
か
ら
も

藤
枝
市
の
産
業
祭
に
参
加
し
、
市
の
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。
富
岡
市
に
つ

い
て
は
、
市
か
ら
富
岡
市
産
業
祭
や
富
岡

ま
ち
な
か
文
化
祭
に
参
加
し
て
い
る
。

　
　

新
た
な
友
好
都
市
と
の
締
結
は
。

　
　

市
と
し
て
は
、
新
た
な
友
好
都
市
の

締
結
は
、
こ
れ
ま
で
の
民
間
交
流
や
行
政

間
交
流
、
歴
史
的
背
景
な
ど
を
ふ
ま
え
て

総
合
的
に
判
断
す
る
。
そ
の
た
め
、
現
段

階
で
は
新
た
に
友
好
都
市
を
締
結
す
る
考

え
は
な
い
。

AQAQA

QA

３
市
１
村
で
あ
る

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
運
営
に
は
従

来
と
異
な
る
対
応
が
必
要
。
検
討
状
況
と

Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　

水
害
時
に
は
小
中
学
校
を
加
え
24
カ

所
の
避
難
所
開
設
を
想
定
。
受
付
時
の
検

温
、
健
康
状
態
確
認
、
マ
ス
ク
着
用
、
手

指
消
毒
の
徹
底
、
居
住
ス
ペ
ー
ス
に
お
け

る
社
会
的
距
離
確
保
・
換
気
、
発
熱
者
の

隔
離
ス
ペ
ー
ス
確
保
等
を
実
施
す
る
。
避

難
所
に
お
け
る
活
用
を
主
眼
に
置
い
た
Ｗ

ｉ
ー
Ｆ
ｉ
整
備
の
予
定
は
な
い
。

　
　

福
祉
避
難
所
設
置
へ
の
事
前
協
定
、

開
設
要
請
等
の
取
組
の
現
状
は
。

　
　

高
齢
者
施
設
18
件
、
障
害
者
施
設
７

件
と
協
定
。
身
体
状
況
確
認
し
、
市
が
受

け
入
れ
可
能
か
調
整
を
行
う
。

ー
子
ど
も
食
堂
の
市
登
録
制
度
創
設
を
ー

　
　

普
及
定
着
を
後
押
し
す
る
た
め
、
市

登
録
制
度
・
運
営
費
補
助
創
設
の
検
討
を
。

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
団
体
登
録
を

お
願
い
し
た
い
。
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

助
成
金
等
を
活
用
し
て
も
ら
い
、
市
は
関

係
各
課
と
連
携
し
協
力
し
て
い
く
。

　
　

食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
・
削
減
推
進

計
画
策
定
へ
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
。

　
　

埼
玉
県
の
策
定
状
況
を
注
視
し
な
が

ら
研
究
を
進
め
て
い
く
。

ー
固
定
価
格
買
取
期
間
満
了
後
の
対
応
は
ー

　
　

高
額
買
取
が
終
わ
る
家
庭
用
の
太
陽

光
発
電
に
つ
い
て
ふ
か
や
ｅ
パ
ワ
ー
㈱
利

用
者
増
加
へ
の
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

　
　

収
益
を
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
生
か
す
公

益
的
事
業
体
で
あ
り
、
昨
年
か
ら
ト
ラ
ス

ト
バ
ン
ク
が
電
力
を
寄
付
で
き
る
「
え
ね

ち
ょ
」
に
も
参
画
す
る
な
ど
、
努
力
す
る
。

AQQQ

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
は
既
に
設
置
済
み
と
な
っ
て
い
る

市政への一般質問

Q
農
業
全
般
に
関
わ
る
課
題
等
に
つ
い
て

Q
地
域
通
貨
ネ
ギ
ー
を
他
市
町
村
に
広
げ
る
考
え
は
無
い
か

Q
友
好
都
市
は
何
市
あ
る
の
か

Q
市
管
理
河
川
へ
の
水
位
計
・
監
視
カ
メ
ラ
増
設
の
必
要
性
は

映像は
こちらから

三田部  恒明
み　 た 　 べ つね　あき

A

Q QA A

AA

田 義徳
つの　だ よし　のり

映像は
こちらから

小  嶋　隆
こ　　　じま たかし

映像は
こちらから

湯本  哲昭
ゆ　もと てつ　あき

映像は
こちらから

ロボットによる防除作業の実証実験
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市政への一般質問

　
　

消
火
活
動
の
際
、
例
え
ば
、
消
防
水

利
の
場
所
が
見
て
分
か
る
地
図
を
消
防
団

に
標
準
配
置
し
て
ほ
し
い
。

　
　

消
火
活
動
の
際
は
、
現
場
指
揮
本
部

な
ど
か
ら
の
情
報
提
供
を
受
け
て
、
地
域

密
着
の
特
性
を
生
か
し
て
消
防
団
員
も
消

防
水
利
の
確
保
を
行
っ
て
い
る
が
、
よ
り

精
度
を
高
め
る
た
め
、
消
防
水
利
を
記
し

た
地
図
を
分
団
に
配
置
す
る
等
、
努
め
て

い
く
。

ー
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
ー

　
　

最
新
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
発
行
は

い
つ
頃
に
な
る
か
。
ま
た
、
誰
も
が
見
て

分
か
る
よ
う
、
区
域
を
分
け
る
な
ど
し
て

大
き
く
作
成
し
て
ほ
し
い
。

　
　

県
か
ら
、
浸
水
区
域
に
関
す
る
情
報

提
供
を
８
月
に
受
け
、
そ
れ
を
基
に
最
新

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
提
供
は
令
和
３
年

度
末
ご
ろ
と
な
る
。
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

精
度
を
高
め
て
、
か
つ
、
場
所
が
大
き
く

見
や
す
い
冊
子
の
よ
う
な
形
の
作
成
も
鑑

み
て
、
早
期
の
発
行
に
努
め
て
い
く
。

ー
地
域
通
貨
ネ
ギ
ー
を
利
用
し
た
プ
レ
ミ

　
　

ア
ム
付
商
品
券
の
利
用
に
つ
い
て
ー

　
　

11
月
か
ら
始
ま
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
利
用
し
た
市
内
経
済
活
性
の
目
標

を
聞
き
た
い
。

　
　

ま
ず
は
10
億
円
分
の
券
を
売
り
切
っ

て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
た
い
。

AQA

QA

QA

消
防
署
と
消
防
団
の
連
携
強
化
を
常
に
努
め
て
い
る

消
火
活
動
の
際
の
行
動
基
準
等
に
つ
い
て
聞
き
た
い

今井 慶一郎
いま　い　 けい　いち　ろう

映像は
こちらから

設置した自動証明写真機 速やかな消火活動に取り組むために

1415 1617

　
　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
。

　
　

地
域
資
源
が
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
情
報
と
な
る
よ
う
、
メ
デ
ィ
ア
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
業
務
委
託
し
、Ｐ

Ｒ
会
社
の
助
言
を
受
け
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　
　

ど
ん
な
実
績
が
あ
っ
た
か
。

　
　

深
谷
市
の
魅
力
度
が
埼
玉
県
内
で
令

和
元
年
度
は
18
位
か
ら
10
位
に
上
昇
し
た
。

ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
取
材
誘
致
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
19
件
の
テ
レ
ビ
放
送
は
広
告

料
に
換
算
す
る
と
合
計
で
約
１
億
４
４
０

０
万
円
に
相
当
す
る
。

　
　

今
後
の
事
業
展
開
は
。

　
　

関
連
課
な
ど
と
緊
密
な
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
現
行
の
市
役
所
内
外
の
会
議
組

織
を
活
用
し
「
オ
ー
ル
深
谷
」
の
体
制
に

よ
り
、
市
の
地
域
資
源
を
全
国
に
向
け
て

効
果
的
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
市
の

魅
力
を
一
層
高
ま
る
よ
う
に
す
る
。

　
　

深
谷
市
誕
生
十
周
年
記
念
事
業
の

「
わ
が
ま
ち
深
谷
」
制
作
後
、
花
園
拠
点

整
備
の
推
進
、
新
庁
舎
の
完
成
、
渋
沢
栄

一
翁
の
肖
像
画
が
新
紙
幣
の
デ
ザ
イ
ン
に

採
用
決
定
な
ど
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

本
市
の
魅
力
を
さ
ら
に
全
国
に
発
信
す
る

た
め
、
２
０
２
４
年
の
新
紙
幣
発
行
を
目

途
に
新
た
に
深
谷
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
動
画
を

制
作
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
の
と
こ
ろ
、
既
存
の
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
な
ど
を
広
く
周
知
し

て
い
く
こ
と
で
、
市
の
知
名
度
及
び
魅
力

度
の
向
上
に
努
め
て
い
く
が
、
本
市
に
好

機
が
到
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

事
業
展
開
の
中
で
、
動
画
に
限
ら
ず
、Ｗ

Ｅ
Ｂ
な
ど
を
活
用
し
た
効
果
的
な
情
報
発

信
に
よ
り
市
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
。

AQQQQ AAA

A

市
に
対
す
る
知
名
度
と
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
努
め
て
い
る

　
　

現
在
、
市
が
借
り
て
い
る
公
共
用
地

は
何
箇
所
あ
る
か
。

　
　

防
災
無
線
用
地
80
カ
所
を
含
め
１
１

４
カ
所
あ
り
、
面
積
合
計
は
１
９
万
８
９

１
４
・
19
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　
　

公
共
施
設
の
建
物
が
あ
る
借
地
の
公

共
用
地
の
箇
所
数
と
面
積
は
。

　
　

箇
所
数
は
６
カ
所
、
合
計
面
積
は
３

万
６
４
９
・
46
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

ー
川
本
サ
ン
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
つ
い
て
ー

　
　

川
本
サ
ン
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
借
地

面
積
は
。

　
　

川
本
サ
ン
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
敷
地

面
積
は
３
万
８
４
４
６
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

そ
の
う
ち
市
の
所
有
地
は
８
６
０
３
平
方

メ
ー
ト
ル
、
借
地
は
２
万
９
８
４
３
平
方

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
割
合
に
す
る
と
、
市

所
有
地
22
・
38
パ
ー
セ
ン
ト
、
借
地
77
・

62
％
で
あ
る
。

　
　

年
間
借
地
金
額
及
び
借
入
年
数
は
。

　
　

年
間
借
地
金
額
は
約
３
４
０
万
円
で
、

現
在
の
契
約
に
お
け
る
借
入
期
間
は
、
平

成
29
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の
５
年

間
で
あ
る
。

　
　

川
本
サ
ン
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
老
朽

化
が
顕
著
で
あ
る
が
、
敷
地
の
返
還
見
直

し
は
ど
の
よ
う
に
行
う
計
画
か
。

　
　

オ
ー
プ
ン
か
ら
30
年
が
経
過
し
老
朽

箇
所
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
計
画
的
な
修

繕
に
よ
り
、
利
用
者
が
安
全
に
利
用
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
る
。
平
成
28
年
３
月
の

公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
に
お
い
て
、
令

和
４
年
度
ま
で
の
施
設
存
続
が
決
定
し
て

い
る
た
め
、
こ
の
期
間
内
は
、
現
状
ど
お

り
運
営
し
て
い
く
。

AQAQA

QA

QAQA

令
和
４
年
度
ま
で
は
、現
状
ど
お
り
運
営
し
て
い
く

　
　

現
状
と
リ
ス
ク
認
識
に
つ
い
て
、
感

染
拡
大
防
止
と
社
会
・
経
済
活
動
の
両
立

を
目
指
す
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し

い
社
会
像
」
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

今
後
、
税
収
減
は
避
け
ら
れ
な
い
。
優
先

順
序
を
ど
う
す
る
の
か
。
基
本
構
想
・
総

合
計
画
の
検
証
は
す
る
の
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
市
民
の
生
活
支
援
を
中
心

に
感
染
症
対
策
を
行
っ
て
き
た
。
令
和
３

年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
も
感
染
拡
大
リ

ス
ク
の
抑
制
と
、
地
域
経
済
活
性
化
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
効
率
か
つ
効
果
的

な
予
算
配
分
と
財
源
確
保
に
努
め
て
い
く
。

総
合
計
画
に
つ
い
て
は
来
年
度
か
ら
後
期

基
本
計
画
策
定
作
業
を
進
め
る
際
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
も
視

野
に
入
れ
た
計
画
に
し
て
い
く
。

ー
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
ー

　
　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
開
始
も
あ
り
、
窓

口
業
務
が
混
み
合
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
状

況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
証
明
写
真
機
設
置

に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
け
取
り
件

数
は
今
年
度
に
な
り
増
加
し
て
い
る
。
今

後
可
能
な
限
り
早
期
に
、
窓
口
の
拡
大
を

図
る
予
定
で
あ
る
。
証
明
写
真
機
利
用
者

は
設
置
か
ら
２
０
０
件
を
超
え
、
そ
の
う

ち
約
65
％
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

手
続
利
用
で
あ
る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
財
源
確
保
に
貢
献
し
て
い
る
。

ー
無
料
低
額
診
療
事
業
に
つ
い
て
ー

　
　

県
の
事
業
で
あ
る
が
、
市
で
は
ど
の

よ
う
に
周
知
し
て
い
る
の
か
。

　
　

生
活
困
窮
者
か
ら
の
相
談
の
中
で
、

個
別
に
情
報
提
供
を
行
い
周
知
し
て
い
る
。

AQA

QA A

Q

新
し
い
生
活
様
式
へ
の
転
換
と
経
済
回
復
に
取
り
組
ん
で
い
く

市政への一般質問
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　令和３年度から、３歳児の受け入れを全ての市立幼稚園において実施するにあたり、
「深谷市立幼稚園学級編制基準」を以下のとおり変更します。 

市立幼稚園学級編制基準の変更について

日 月 火 水 木 金 土

（開会）
議案説明 議案説明 議案質疑

議案質疑 福祉文教
委員会

産業建設
委員会

総務
委員会

一般質問一般質問一般質問

採決
（閉会）

日 月 火 水 木 金 土
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鐘 撞 堂 山
今号表紙は

かね　　つき　　どう　　やま

12月定例会のお知らせ12月定例会のお知らせ

　深谷市武蔵野にある鐘撞堂山 ( 標高
330 メートル ) は、鉢形城の見張り
山として、異変が生じると鐘を撞い
て知らせていたと伝えられています。
春の山桜をはじめ、四季折々の草花
が楽しめます。また、ハイキングルー
トが、北コース、西コース、南コー
スと 3 ルートあり、いずれも 40 分
から 1 時間で登れ、手軽に自然を満
喫できます。

 

４歳児　　 

① １学級あたりの幼児数 

５歳児　　 

６人～３０人以下　　

６人～３５人以下　 

現　行 令和３年度以降 
３歳児　　 
４歳児　　 

１０人～２０人以下　　 
１０人～２５人以下　 

５歳児　　
 

１０人～３０人以下　
 

② 学級の編制 

 

③ 休園 

 

休園が３年以上続いた場合は募集停止とする。

 

令和３

令和３、４年度は移行措置として、６人以上で学級を編制する。 

、４年度は移行措置として、下限を６人とする。

１学年６人に満たないときは、２学年で
学級を編制することができる。　

１園の入園希望者が１０人に満たない場合は、
幼稚園を休園とする。　

 

 

・基準を満たして編制された学級は、進級後に園児が減っ
　ても卒園まで在籍することができる。 

・１学年１０人に満たないときは、学級を編制しない。  

・３歳児の学級が編制されなかった園は、翌年度以降、
　新３歳児と編制されなかった学年の園児は募集しない。
・全学年で学級が編制されなくなった園は休園とする。　 

議員全員協議会
市から議会へ次のような報告がありました。

議員全員協議会
市から議会へ次のような報告がありました。

編 集 委 員 会

議会の生中継・録画配信
http://fukaya.gijiroku.com

［副委員長］
福島　秀樹
馬場　　茂

［委員長］
［ 委 員 ］

鈴木　三男
湯本　哲昭
武井　伸一

茂木　一郎
小嶋　　隆
柴崎　重雄

［編集責任者］ 議長　富田　勝

編 集 後 記

　令和２年第３回定例会は、新型コロナウイルスが未だ終息の
兆しが見えない中での開催でした。今議会は、令和元年度の決
算審議と、コロナ対策等、追加補正の予算審議が行われまし
た。また、国でも、菅新内閣が発足し、コロナ禍対策を優先しな
がら諸施策が動き出しました。深谷市も、7月に新庁舎が開庁
し、これまで以上の市民サービス向上に努めているところです。
　Withコロナの時代に、いかに市民の皆様の生活を安定させる
か行政と議会の両輪で議論を重ねて行きたいと考えています。お
気軽に新庁舎と議場に足をお運び頂きたいと思います。　　　
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　湯本　哲昭


